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十九世紀中点における二つの争議(I)
- イflJス労使用係史の研究-
菊 池 光 造
は じ め に
｢1851年の大特集金は,イギリス経済が急速に拡大する一時代を告知する(1〉
ものであった｣｡その後.1850年代から1870年代に始まる ｢大不況｣にいた
るまでの,いわゆるヴィクトリア中期は,イギリス自由主義の釆企時代,イ
ギl)ス】臣済の全盛h]lJeyllay として知られている｡同時lここの時期は.ロ
メ- ト･オウェンの恩憩的彰書をうけたといわれる ｢労葡組合扱連合iS劫｣
およびチ十一ティズムにその頂点をみる19世だ前半のJlflJス労働連助の晃
乱 社会的激動と対比して,労使脱係の安弘 塵芙平和と社会的安定の時代
としても注目されてきた｡
だが,労地租合史 ･労使関係史の枚点にひきよせてみる時.この経済的汝
菜と労使開係安定の時代にすべりこむに先立って, イギ])ス茨木主差は歴
史に搾る二つの大労曲争SBを抜験せねは1らなかったのだ｡ その一つは,
Lo:k-OutofEnglneerS として知られる1851年から52年にかけての捜機工
兼の大争iAであり,いま一つほ Prestor)-Strikeとして知られる1853年から
54年かけてD絹工夫の大争顎である｡
この塙は.イギ)Jス労缶運動史研究のなかで召及されること多く.しかも
その具体的内容については知られること少ないこの二つの争鵠lこついて,そ
れらの内容の検町 ･比較分析をi･こ1い, これを通じて19世紀中延イギIJス
(i) CE∫ 良 T HuJihq FZuEtJLOl-〟- ."T,ddt,I"dJAII,JandJ･fXOWE.A
SLJIdJ0/DTJLJJAE EOWmLCDEreID♪,棚mE■LIS50-7860.1960713.
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労焦開床の切迫妃線に迫ることを蕊周している｡19牡jE中点イギ1)スにおけ
る資本 ･宜男曲別俵を讃岳 した彩で体現するこの二大争書をつぶさにみるこ
とlこよって,われわれは,畳済現皆においてIi抽象 ･托化した形で把握され
る資本 .実労働ERl床机 ､かなる歴史 ･具休的な形態をとって展隅されるれ
またそれがいかに多様かつ裡姓な内容をもって展開されるかを見ることがで
きる｡ またこの放射は.産発fl木三蔵段階 あるいは いわゆる ｢自由主義段
階｣における労他組合 ･労使開床の姿を安易にモデル化して把える巴考に疑
義を星することにILるであろう.さらにまた.労使対抗の IJTル1月Ⅰ星の漁
村は,いわゆる r自由主義｣の体制が労使開床の謙称においてどのような秩
横によって支えられていたか,鐘講的白由主義Ii労■宅轄故にとって現実に
何を恵味し,いか1る形で戊能したか, こうした問題の理解にも光を投げる
であろう｡とはいえ,ますわれわれは,fi評を叔少取に抑えて二大争淡の兵(Z)
体的過程を追 うことにしよう｡
争註過疎の分rrにあたって札 Trade3'Soc暮eLJeSLZ〃dSlrlhesReboylo/LJIe
CommzLleeonTTOdes'SoczeleS,qJIboJnEQdbyLふGNqIIOnqlAssocloLlQn/q
fhePyomoLrono/SocJQLScJeHCe.1鮎0,を主史料として使用する,このfl料に
ついては.ウェッブが r労&組合劫 火j初版の序において rこの間ZEに朋する刊行
実科のなかで,おそらく最も来賓なもの｣と押飾している点.また rこれは1824年か
ら1軌 年の欄に.労■組合立並についての五回の畠史的(1号改ZtZEによって蒐JSされ
たrr片的かつヰ生されざる大4の竹qと杵寄合に比較されるべき,丁年に分類された
事実のぎっしりと缶った企Jtである｣と述べている点を事凧のこと｡α-S-andB･
Webb,HISIoTyOJTTQdeUnJOnJJm,RcY ed.,1920.X
I ASEの成立 と大 ロック ･アウ ト止5⊥-2
ASEの結成と争fIの発端 1.J知Z)ように, ウェyブによって新型労働組
(2) IEお研免対象ZE択の必然性の問題も含めて.労蚊的辞分析の挽角に関しては.さ
しあたり,小橋 rll資En係史研究の方法lこついて｣ (社会改訳宇金年榔 16兆 丁社
台改正と労廿提訴j所収)をさ持されたtl.
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合 NewModelの典型とされたイギリス機械工共の労働組合 ASE(Amal-
gamatedSuietiesofEngineers,Machinists,Milwrights.SmithsandPa-
tternMakers)は,1850年9月既存の地方的職能別組合の合同決定によって
その礎石を据えられた｡1851年より,約5,000人の組合員をもって新たな中
央集権的政能別全国組合として出発したASEは, この一年を通じて急速に
その勢力を伸張させた｡1851年末の時点でみれば,組織人員1万1,829人,
連合王国 UnitedKingdom の諸都市に121の支部をもち,年間収入総額
22,807ボンド8シf)ング8与ペンス,年間支出総額13,324ポンド19シリング
31日)
11与ペンスにのぼる大組織になっていた｡こうして組織結成の波にのって勢
力を伸しつつあった ASEにとって,最初の試穀となったのが1851年から2
年の大争議だったのである｡
この年に至るまで,イギリス扱械工菜の熟練労働者の関心は,長らく ｢組
轍的浅発｣systematicovertimeと ｢出来高制労働｣pi∝ework, この二つの
侭行の廃止に向けられ続けていた.とりわけ,熟練機械工の平均寿命が37.5
(2)
才に過ぎなかったような当時の状況のもとで,過長労働時間と労働密度の増
大は労働者生活にとって重大な問題であった.それだ仁‖こランカシャー地域
で象徴的にみられたように,当時の諸労働組合 Saietiesは恒常的な残業労
(3)
働-組紙的残米等の肉体的弊害を労働者に説きつづけてきたのであった.さ
らに,この二つの問題は,ASEにとっては, その取米政策のなかで緊密な
位置づげを与えられていた｡｢我々の職炎 ourtrade における過剰労働を
防止するための十全に統制された組械｣たることを最大の目標とした ASE
紘,合同を決定した1850年9月のバーミンガム代表者会議で採択した ｢故其
防衛灸項｣において,組織的残某についてつぎのように規定していた｡｢我
々の組合員に対して全般的な雇用の兄とおしを確保するために,我々は組耕
(i) Cf.'An AccountoftheLock･altOfEnginers,&C･,'byThomastlugheS,
in.･TTades'SocieLiesandSLrikes,1860,p.171.
(2) ∫.a Jeferys,StoryofLhCE,7gi〃eers1800-1945,p･66.
(3) Trades'SocieLiesandSLyikes,p･171.
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的扶桑を拒否する.それは,あそものk:正当(i-ig (当り)労働時間以上点
く特権を与える一方,そうすることによって他の組合且から重めロを書い.
家庭の荊乏を生み出し.浪合基金の大きな支出を惹き起すことによって,多
大な音感の脇田となるのである｣ (RuleXXnr,SecL1.)｡ また, 出来高
制については ｢雇用を見出せそう15以上に我々e)息菜への徒弟あるい,1人中
老がふえることを阻止するために,一台以上の旋盤あるいは摂収を逐rIする
tl行を打故すべく,廃止する･-｣ 伊uk XX 皿,.FqL2.I1 としてい
II)
た｡
かくて,両時代e)概蒸着によって ｢帯英 . これらの蚊行をとりのぞこうと
する欲求こそ机 異る詩組合を合同に同意せしめた主たる理由のひとつであ
ll)
った｣といわれるまでに,それらは正賓Il課題とされていたのだった｡した
がって,先のバーミンガム代表名会議において.すでに各地方からの代表者
は. これら二つの問題について具体的行Jbが急務でありかつ可儀であると主
蛋して執行率B金に,その肴手を遭ったのであった｡
はば一年rC近い延引ののち,奴隷の伸張に自tEを淀めた ASE執行委且金
紘, ついに1851年7月 ASE全文布に回書 drcdarを失速, 二つの抹Blに
ついて組合員の意見を投票に問うことに踏み切った｡措柴は ｢粗放的技兼の
廃止｣lこついて賛成5.297.反対1B,｢出来高制の廃止｣について架成5.709
日)
反対16という圧倒的なものであt). これをふまえてASE執行委員会は.1851
年11月24E]二つの回辛を発送したのであった｡そのひとつは艮壬ま工集O全労
(4) Cf bid.pp.1中一-193;G_D a ColcaJd A_W FiJ氾LBrrhTsA
Wor▲lrgCIqsJ〃opeMl汀LもSelfEID w JMf汀L～77&9-1875.pp.478--179
(5) TrQdelSon■heJq^dSLnAES,TL 171
(6) この放字はジ.=771)-ズlこよる｡JeEhry8,ibld.I_:6 同時代の報告者 トー
マス･ヒ1-丈は. ｢11,BCO人以上の組合員のうち9.〔0人以上が没戻し.二つの
問題lこついて16人のみが出来布勅および姓轍的妓菜に封太を薮するものだった｣と
している.TroLleS'SDEIe/leJQrZdSLTJk朗.I.172枚兼敏に大きTLズレがある
が.その理由は明らかで11い｡ ここでは内始IL故事でもあり,AS三の牡k AEU
の公和 合史たるジェフ7-)-ズの放字を技用しておく｡
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働者に向けたものであり,①捜抜工某のすべての労働者 (englrLeCrS,machi_,
nists,Smitrsand patqT)makers)は.1851年12月31日以拝,出来市制お
よびIS閑外労働を停止すべきこと,㊤故韓および事故JCより女工が時間外分
雌に呼び出される場合には,その作美に対して倍朝の受金が支払わるべ きこ
と,◎夕刻5時半あるいは (地方により)6時Ja件の作美および助6時以前
の作東は,すべて時間外労働とみなさるべきこと (ただし土曜Elについては
遺骨の土曜11点の浪丁時点から時間外野地とする),一以上を頚連するもの
であった｡
一万.月用王に対するEI軒 こおいて ASE執行委は.◎時間外労働が ｢BE
労した労古着に対して割増拝金を払う｣こととTlり,足弔よにこっても利益
とは1Lら1い｡@残兼は労軸者の億銀を破功し,時間外のみならず正規の時
間内の労恥 こも有害1彰寺をおよはす｡また労■名の生活時間を侵蝕するこ
とに=って人格的向上を妨げ.｢労■力の方の低下｣を招く｡◎出来有刺ほ
｢仕郡の手を抜く｣傾向をうみ山す,とのべた｡かくて紐抱的鼓乳 出来高
刺 , これら二つは雇用主にとっても有書であり.その虎止は雇用主にとって
も利益となる,｢少くともこの場合においては,丹方がx:自身の利益と舟方
かたの労働者に対する仁愛が手を輯えてiEむJのだ,と説き.1851年12月31
日以声の二tF行打切りと不JEの取の時ria外労点に対する倍牡圧金を通告した
(I)
のであった｡この時点にあって.みずからの組嶺の力lこ日付をもつ ASE執
行委は.多くの企糞での ASE襲来受容,組合圧力および政争灸件均等化を
要求する企薫間圧力lこよるその波及,こうしたプロセスによって容易に要求
突現は可能であると甘じていたとみられる今
オルダムの争点 7'r)テン全土にわたって最は工兵の労使四線がこのよう
な局面に連している時.北帝工果地帯の-中心地オルyLは特殊な問池を抱
えていた｡すでに1850年から51年にかけてオルダーの大湊故エg3ヒパート･
(7) C`lrmhrtotheEmpJcyezl',Clted相
173-5
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プラ-/トitHJb叫 FhtandCo.とその労点者のP.3に扮fJ･が長いていた｡
労牛者の 車乗の一つは,当鉄にit披工兼に共通Ilr姐魚的妓兼｣および ｢出
来市制｣の廃lLであったが, この企漢の椴合,捷横工は これに加えて(9出
来高朝の適用に あたって珠Aな行動を示す 特定の書長の併任. @不払鉄工
latnlrerが傑作可鮭で現rこ改作している特定の横瀬を熟凍横捷工 m∝hanにS
の手に筆ねるべきこと,これらの要求をも捷出したのであった｡ブラット社
は,集推艮城を製作する大金濃であり.ジェ7T1)-ズも1Ei捕するようlこ当
時としては ｢ヨII)ッJ<舟大の鼓成工場Jで去った｡,J､Bi換金菜が圧倒的比
丑を占める当時の技は工兵諸企兼の4]で, 1.5CO人 の労曲名を濁用 す るプ
ラ･/ト杜はきわ立った存在だったといえる｡そして. この規模の工機にして
始めて可能となる生産工転の特化 S叩 】aILSatlOTlと穀分化 sqbdlYISのrIこそ
那,こaj企姓において分化する満鉄城への ｢労銀宅の定昇Ii)F:iB題を,放火(I)
な争点として先攻的に浮び上らせたのであった｡
1851年2月と5月の二度にわたって,オルグム践技工は ASE執行軍負の
一人W ･ニ1- トンを招き,紛争のZES薄を俵頗した.ニュ- tLンは超人の受
範で78伸の任にあたったが,それlこ先立ち ASE執行委且金の 見脈 を 求 め
た.これlr_対 して執行委月食は,オルダム稚&工の他の要刺 i支持するが不
払技工の自助汝&からの珠除という重来には同定を与え絡T3いとし.W ･ニ
ュー トンはこの韻にそって紛争の解決に当ったQブラ･/ト杜はオJL,ダム凍竣
工の他の全要求を容れた上で.r現在不払Jt工によって茸転されている擁枚は
不払轍工によって運転しつづける｡ しかし今後設正されるすべての抜枕は漁
(8) I a JdEeryB.放 し 9.35
(9) 発達分化Tる諸艮iAへの棚 合貞男4着のたZの糊題.すなわち,いわゆる｢et
城悶租｣rl血 IELeqENtB(IOnが ASE全休lことって正大fL間圧となるのは,大不況
をju した19放た末JEなってからのことである.19tBeの申送 イギlJス8所の中
軸産品たるm の兄長に手引きtrてかゆい大金集lこまで成Ltした榊 杜挨メーカ
ーとしてのプラット杜においてこそ.この間題が先ti的に現れたことは連日に止す
る.
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集横紙工 medlanics によって凍作されるものとする｣というZk歩を示し.
ニュー トンはこの会社向i廷吏を受諾するように抱合且を説得した｡だがオ ,^
ダム卑地の姐合点の大多数は全襲来のZl散を主弘 会社側がさらに ｢係争中
の後援は】851年クIJスマスを初に私書鼓竣工の手に複する｣という再St歩を
示したにもかかわらず.全要求の即時実現のため争搬 行を主張した｡かく
て ASE執行委がこの条件の受諾を強く勧告し,これを無視するストライキ
行為には支持を与えないと通告する状況の中で7月ストライキに突入,ASE
の支援が得られぬことをまのあたりにみて,やむ1く♯壌k:役得したのであ
(ZO〉
った｡こうした荘埠を扱て.先O ASE回車か発せられた185ユiFll月末のE5
点で,オルダム技横工の主張にLればブラ･/ト社は ｢ク1Jスマスをか こ白+
捜t&の操作は強攻織技工の手に委ねる｣という的巴協定のもとk:あったこと
になる｡一方会社側は,協定成立後の7月lこL･こなわれた既成工のストライ
キ行為によって也定は無効となったのであり.会社は以前a)FJ東によって拘
束され1いと主張したが.いずれにせよオルダム練成二は銭坂操作の1毎取が
与えられぬかぎり.1851年12月3_日を期してストライキに入る休弗にあった
のである｡
T用主の対応 ASEの司車が薙せられた時, ロンドン周辺では これに対
する反応は小さかった｡しかし,北部工兵地帯ランカシ十-の詰な市lこおい
では屈用王の間に ASEに対する吸い慈りかねをいた｡当然にも,操守r中の
大金集プラ･/ト杜が前面L立ち,自社の状況を訴えて兼用主たちの共轟を得
ることに成功した｡かくて.1851年12年9日,マンチェスターで雇用主の会
合が娼かれに｡ これKほマンチェスター地域のit技工兼企兼の拾んとが出席
し,つぎのようfl四項目にわたる決姓を採択した.(9ヒパー ト･ブラ･/ト社
lこ投出されたよう1重来でス トライキかなされた場合,それがこの決FJik:参
加したどの企集においてであれ,全企菜が工船を閉乱し.抱負の投票によっ
(10) TYodJS'SoelLLIJJO一dSLTJ▲′3,押.175-■
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亡弟課される壬で捷乗を再淵しない.,また.エ墳両州の饗合にも.かかる常
勤血合 TradesUnlonと何らのつながりももたぬ労働者のみを滞用すべきこ
と｡(多淫用主地金は.各企兼の従兼良一人当り10シl)ンタの官での#金によ
りLuT用保配基金 耳uaranteefund を役旺する｡ これにより先の 方針を実行
し,また月用主協会の技士を支弁する｡この基金i鎖行に預託され,仝且a)
誰かかこの捨金決議に従わなかった勘合.萎見合は彼のJt託金の金額もしく
はき当額を改牧する縫取を有するものとする｡㊥Bl用壬協会の会見は,労点者
の侵磐に苦しめられた時には,地金寄掛 こ逮姑をとること.その場合,書紀
は一月間以内に委見合を娼妓せねはならす,委員会は報告を受けそれが砲金
の介入を必要とするケースであるか否かを決定することとする｡◎全屈用主
協会月は▲12月16日までに彼がJi用中の労点者をta金香里まで報告し,それIHl
に応じた保証基金を払いこむべ きこと｡
こうして培成されたマ./チiスター足用生協金 As∝lahonofEmployすS
ofMedlanksoEManchesk は,12月16日に鵜En集会をもち,協会の公式
感度を丑明する文襟を作成,12月20日付のタイムズ鉱に抱敬した｡またこの
Faのタイムズ瓜別1Iには,常用主協会の態度を支持 し,ASEの要求を痛烈
(l～)
に井Jlする Am sと署名 した匿名寄佃が掲載された｡
さて.オ ,^ダム争BAの焦点たるこの年のクr)スマスが近づくころ,マンチ
ェスター#用土拍全は代表をロ1/ド1/(=兼iB.このマンチェスターからの妾
抑 こもとづいて,12月2i日ロンドンで開かれた雇用主の会合にはロ/ドン地
域の殆んとの織凍工真金兼が代生者を送り, ここk:｢鼓械工&中央淫用主協
会JCeTltralAssKiatlOTIOfEmかoyqsoE蜘 veEngineers,&C.が籍
成された｡ こうして形成された 中央Ji用主協会の 叔初の行動は,｢ロンド
ン, マンチェスター, その他いかなる地耳の甘煮所においてであれ, 書工
(ll) ``RcD lutJq OEMLnCJw eTEm巾 ers Am tl加 ".OPIClt.P1177
(12) 匿名壱 AmlqJSli,のちk:WiJlamFil･bLm の息子 nom捗 FaFb&1m で
あることが明らかにrLったといわれる｡JdLeT/ちIbld,p.37なお.この書tCの
内容については,捷GFにおいてふれたJ､
一･:l-
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(hands)がストライキに入った場合には, あるいは1851年12月31日および
それ以降の時期に ASEの要求が強制された場合には,1852年 1月10Elを期
(13)
して全事業所を完全に閉鎖する｣という決議を発表することであった｡
伸張する姐紙力を背景に,雇用主側の譲歩による楽勝を期待していたA艶
にとって, こうした雇用主側の強硬な態度はむしろ驚くべきものであった｡
とくに,オルダムのプラット社における機械工の要求を,あたかもASE全
休の公式要求であるかのように受取られている点について, ASEは困惑を
隠さなかった｡ ASE執行委員会は,｢機械問題｣を理由としてストライキ
に入ることのないようにオルダムの機械工をたしなめる一方,W･ニュー ト
ンがタイムズ舷上で ｢筏械からの不熟練工の排除｣は ASEの公式の要求で
はないことを弁明した｡さらに, ASEは12月末にロンドンで公開の討論集
金を開くことを雇用主に呼びかけ, ここで ASEの公式要求が ｢組織 的残
共｣と ｢出来高制｣の廃止のみにあり,ましてや戦術としてのストライキな
ど意図していないことを明らかにしようと試みた｡ また,ASEは全争点を
罪三者の仲裁に委ねる用意のあることをも表明したのであった｡
しかし, ここに至って雇用主側の反応は冷厳だった｡総ての雇用主協会員
に対して公開集会への招請状が送られたにもかかわらず,唯一人もこの塊会
に出席するものはなく,ASEの政策についての釈明および仲裁委任の態度
表明も,雇用主協会によって完全に無視された｡すでに機械工巣の雇用主たち
は,個々の要求 ･争点の問題ではなく,ASEそのもの,労働者の団結そのも
のを否認し,これと対決する姿勢を固めていたのだといえよう｡こうして一
切の妥協の余地は失われ,事態は不可避の流れをもって1852年 1月 1日を期
●●●●●●●●●●●●
しての機械工の定時退社 (機械工が行ったのは,時間外労働廃止としての定
時退社であり,ストライキではなかったという点は明確にしておかねばなら
ない),1月10日を期しての機械工業全企薬雇用主によるロック･アウトへと
発展したのであった｡この日以降,3月末まで続いたこのロック･アウトに
(13) Trades'Socfeh'esandStrikes,pp.ユ801181.
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よって,ロンドン.マンチェスターを中心に ASEの組合EL3,50人, 非組
合員熟Jtエ1,5a)人.不&it工 (井浪合且) 1万人が故を失い, それらの安
く】l)
族を含めて約6万人が生活危枚に施し入れられたといわれている｡
争fI撞iAと柵持 ここで争議経過の詳細にふれる余裕はない.以下.その
後の争iX泊握でみられた特徴的なgI架を示すにとどめよう｡抜扶工業労費の
間に較哩が朋かれるや,両サイドの戦狩は塩めてまい対JRを示した｡ ASE
側は,みすからの行動について故EEした公開王象をとり.あらゆる4台 ･方
法を利用して争議の現況および ASE の主張を公表し,他姓報の瀬労働組合
1ちびに一般民衆の支持を得るために努力した｡一方.屈用土協会側は徹底
した沈裁板緒をとり, 1月10El以拝の遠投で公衆のEIにふれたほとんど唯一
の雇用主t～実額も.本来雇用主協会会見のみに配布された内密文苔であり.
偶然の械金にそのコピーを入手 した ASEがこれを公表して始めて明るみに
(lH
出たもa)であった.またRA用主協会のと･'た戦術について.公表された他の
唯一の情報は.横横工充足用土lこよって利用されかけた他兼題の雇用主机
これを井鼓してタイムズ鼓に寄せた善政によるものたったのである｡
1852年2月18EI付タイムズ把へのむ佃で鉄道来長官名フィー ルアンSLamtJeLFlelden
は.かの ｢JR戚からの不払才の妨徐｣という始点に兆して.つぎのように述べてい
る｡r事実はといえは,これは鼓扶1g)三い分をLP事{るために.とりわけ他の呆用
主たちの日に対してそうするためle工夫された(鞍はエ規 用土恥全の)正也であっ
た｡riんの救日助のこと.施用主の代u ',私もそのIEiである鉄道薬経営者の会合に
むけて.それを魚心に力捜した.すIlわち.我が鉄道乗の抜嫌工(ralwayTneChanlC8)
に女寸してt果菜跳 fE課すべきだとする当FLの規由として.また そうすることIこ1っ
て,鼓ti工XJl用土が芙iI状草に賂し入れた6万人の人 を々載戊する(如 3Eの)汲杖
工の■金能力を#うペさだとする理由として.その点を力配したのであっJ=｡しかし.
それが虚偽であることをとがめられて.最扶工棚 用王たちはその陳述の稚EiZを余tA
(14) rrddes'S∝1eL･EJQ･dSL,･hdS,FL182.183
(15) qL｡lt.P.182,および,''AOm tOEthel血 ･ar【oL b gl耶 &C-'A打たⅠldLXⅡ,OP.Clt,PP,1弥 -199
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なくされたのであるj-と.TradesSoclehesondSLrlAES,P ユ83
ASEの･Jfで札 ロ-/ク･アウトの朗蛤と同時に, 組合基金により自己の
叔倉見に失屯手当を拾付する一方.租合且以外の突放者に救戊の手をさしの
べることを決定.全fZlの労ib払合および民衆に#金の丁ビールを兎した｡これ
に応えて全国の座乗から碗々と稚金が寄せられ.この争議期間中を通じて,
その税は4.034ポ/ド7シ･')ング3ベンスに適した｡ このaE金を基礎にして
ASEは,井血合且熟技工および不払撫工に守r鎌期rT)中を通じて捨!1･7.767ボ
-/ド13:/リング9ベンスの手当を支治した. す1わち. 民衆からのdE金を
3,700ボンr以上うわまわる額を支出したのであり, この楚報は他の諮8集
の9i点組合からASE執行委あてに送られた支援金から支出されたのであっ
た｡
他方,ASE執行委員会は, ロ/ータ･Tウトに直面した当初みずからの組
合且のために ASEの財政基金による自首工場設立を宣言し,LF尖いくつか
の=坂か設立された｡ しかし.時は新工場発足pことって有利では1かった
し,基金は失t叔合点への冷伸金として宍急k:捜用せざるを得な かった｡か
くて借入資金ICよ･'て充足した若干の例を除いては,この計画は放謙せ ざ
るを得11か.'たし,その後放年間凍点した少女の例外も捨席はほとんど突放
(l●l
に払ったといDれている｡
今,韻が長期化するにつれて,'1椎 の頚'大さに毛くとともに その絵兼に不
安を感じた ASEは,争点を第三者の仲鼓に軍ねることを申し入n.合理的
1解決ILらほいかなるものlこも従うという懲皮を表flJJした｡事実敷皮にわた
って仲薮の銭みがなされたbi,kZ用主供が-Fしてあらゆる妥協を拒否し長
けたのであった｡かくて,ASEの動揺を見定めつつ.1月下旬に雇用主払金
は新たな決桟を発鼓した｡ これは.悪名在いかの r主宰沓｣thed∝hT血 n
を含むものであり.労働組合との絶技を宇う ｢左官!り に諾名したもののみ
(16) TrddB5'Sor川nfJDndSIrlAes.I.lらも
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を採用する形で~の工ut朽BEを通告するものであった｡2月始め,耳用主帆 1
-斉にエ坊の門を開き,これ以後3月にかけて,労血石を武菜させようとす
る雇用主側と.｢宣ギ音｣に署名する屈従的就葵を阻止しようとする ASE
偏と.両サイドによる労単著の争率がくり返されることになる｡
当初,r宣誓書｣への署名手:求に対するtB鼓が労幼者の足乾与の乱れをチ
ェフクし,菰ちに戦列を1れて屈辱的な復tを選ぶものは少なかった｡むし
ろ決定的な突抜は,ASEの基金の渦渇から失集給付金が遍15/Iングの水
草を保ち相ず.10./I)ングに引ささげられた時に来た｡労使双方からの鋭得
I14r額のなかで.しだいに ｢E誓苔｣に署名して復七するものが増加し始め,
4月始め,ASE執行委La金は. ついIC斗争鏡行を断念,組合Laに｢可能な
最良の灸件｣でGL額に裡舟するよう掃令を発したのであった｡
こうして.さしあたり労銀凪合 ASE の完敗をもって抵ました大争議の戦
後処理およびその後の掻ibについてfq単にふれておこう｡争鵠Ji岩鼓の1852
年6月にグラスゴウで的かれた ASE代五着仝iXは,卒古に ASEの飲北を
富め,争1をもってZt故することのできTIかった rt兼防話条項｣を規約か
IL7)
ら削除することとした｡しかし. これは決してbl合挽能追求の故実を患味す
るものではなく,ASEは, 争iA過程で新芽を見た ｢共同組合=壌｣および
｢挽機工の海外移住｣の止みを支援しつつ,姐轍の再強化の道を追求した｡
かくて,大争議の敗北によって,ひとたびは組合且の戒少,基金の池屯を住
崇したとはいえ,ASEli怠外Tlまでに動程する亡と少 く この〆}-I)から
立石り,支雅致,地合且故,基金朝等あらゆる指aが示すように着実には
力を強化していくことlこなったのである (衷1参照)｡
一方,足用王協会はこの号r敦の政治後は,しだいに解体棟内を示し,やが
て消滅_つつある地方的組轍を鼓すのみとILった｡かつて雇用主中央協会の
沓記を勤めたyドニ-.スミスが現金軍月会で訂巨富した ところによれは,
1856年すでに雇用主協会は存在しなかった｡また1867年.ランカソ十一に名
u7) Ja JeLLm ihid.I.42
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bynomastlugheSTTadeSocJetrC†'ORdSLrlAes,p l払Ltりく
FI的には地金のなとりがあったれ それは ｢ヰわれわれか採用する唯一のブ
ランは.各々がみずからの斗いを自分の辞任で斗うということだ｣と述べる
(l■I
休のものであった｡1870年代k:入って復清するに至るまで,秩残工兵潔用土
の奴隷は,ひとたび労使LN保の公然たる井台からはその姿を淋めることにlj.
ったのである｡
さて.ふたたび19牡だ中点にたちかえれは.1852年 4月■披工票の大争EI
は終点したとはいえ,盛典の軌 あい斗う主体を移しつつ.イギ I)ス労使鎚
休は激動を続けていたのである｡われわれも,労使対抗のつぎのAi点となっ
た油菜ブレス ト/の争弘に巳を転 こよう.
Ⅱ プ レス トン絹業の ス トライキ1863-4
争SLの先年と純,L労4-着の待暮 捷横工兼大争fJLの余hiも束だ冷めぬ1853
年から4年にかけて.再びイIf.)ス全土の労4-着のuJ心Z)脹点と1ったプレ
(18) qlClt,p4
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スrン前菜の常盤対抗払 7ケ月lこわたる長瀬全面p-Jタ･アウ トのすえ.
これも労適者側O坂北をもって終始したCいま,イギリス相異労使的俵の内
匂する問粗点を柏出するために,また豊尭宜本土まBt肝の労使関係の庸遼V_
PUJ)を与える-つの集材を得るためにも, この争議の過程をふりかえってお
こう｡
さきにみた推魂工兵の大争故からまる一年を軽ね1853年の初-dから,ラン
カン十一線工表地等の工鶴野点者 fadoryop訂atJVe の問に動きがみられ,
しだいに.全紙更地qfを通じて個別工場ごとに耳金増額の垂東が捉LtIされは
じめた｡ プレストンにおいては.18:8年4月初旬に ミュー ,^妨技工 muk-
spmnETS と自動ミュール運転工 釆lL-actJngmindqs によって史金華求が
提出さT.た｡かえりみれば,椀集各市プレス トンLT_おいてほ.1847年の男ごti
O時点で純工壌労働省の乃金串が一串lこ10%切下げられていた｡'jb働者たち
の言によれは , この見金切下げは, ~薬茨が回復した蚊には,いつでも切下
げ敬の改元がなされるものと確L=をもって希範しつつ｣タメ4B葛によって東風
きれたものであった｡いまや労4着卸 ま.官金重来の連出tこあたって. この
間の革伯に足用主の注意を喚宜し.｢菜界が ぐつついた状態にあった時に.
余uLない必要により足用王が.労や考の辛くも塚ぎだした坪金から取り上げ
たものを,長沢光栄の時期に改元すらことを拒絶するなどということは.よ
†り
もやあるまい｣と主蛮したのであっt｡
IB47年から48年lくかけてヨー ロッJLrこ位鼓をもたらした雑 は.当広のこと1から
イギ')ス抽是lこも大きな打書を与えf=aLZFLL,1経 年に抜く免責なま免囚卸iランカ
/十一に薪たfl放牧ブー ムをもたらしていた.lB45*の261ミIオン･メソドから18
4B年の227:リオン･Tr'ンrへと低下しつづけた縄S2品治山は,1即 中東までR283ミ
JJン･fyド-と上昇した｡その細 年までの月肌 糾 品■出の増加は大きなも
のでは1かったが.これに代って1851年からS3年にかけては｢E円プ-ム｣が訪rLた.描
ま拝金兵は,威科鵬 のほんの任かな上昇をともなうだけで払布および湧泉yamBに
(i) ■`An AECOuntOftheS亡rikeLrLtheCottoれTradeatPr也tOq lnl瓜 .'by
llJDWも 11:TIDdEySEKZ■/ILIQndSLrlk■tl鎚0,I,2∝l
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ついての価格上昇を宰空し得た.これらの灸件払 ユ853年まで掛 ､た岐制子平と相ま
って+出の拡大がなくてさえも.ネ兼における新投やのJg大を牡丹するk:充分であっ
た.J氏.T HttBhe9,PlNChJQtJQNSlhTTOdL,IJd加Lry qndFIPO^CCL850
-1860.I.76 総jE労tB者のガ金村加朝を要求する連載は,こうした偽兼の好況,
全JE利内増大のあとを追う形で,一定のタイム･ラYをもちILから長潤されたのであ
った｡JR某の91任対抗は約 循環の78局ihJとわかちかたく鵜びついている.とはいえ
Jt,ストソ･ストライキJC閃漉して.J a T HLか かこ胎 年後半に起った不況
とこの争議の勃発i･-d技結びつけて考えている点は支持でき'1い｡C1 ).JL T.
fhJghes,op-clt.P.79 争議はすでに好現局面で始まっていたのであり.本稿で示
すJ:うに.やがて申tlる賃金甘争をこえた争点を含みつつi71ir化していったのである｡
鵜束労4着のこの要求に刈する屈用主加の反応は.津金増額の快諾,年分
的承認から要求黙殺にいたるまで個別企業ことほ多伎であったe この時点で
少数の⊥笛規ス トライキがみられたれ これは速やかに妥協による終転をみ
たのであり,争法は未だ蛸 的性格をもつにいたらなかったといってよい,,
しかし,tjを転ずれは.この時期に抹茶地帯主要87fJにおいてIi,ス トッ
クボ- ト,ブラックパーン.ボル トン.プレス ト'/の労歯音の主導継のもと
に工場労4者の問で地方重点会 1(㌍alcommitJX･が淡々形成さh, これら各
地方萎月全の代掛 こよって ｢中央集金｣旺ntralmee血g がもたれつつあ っ
())
た｡かくて,6月56ボル トンの代遺著金持で r無灸件の1056貸金引上げ ｣
の決議が 発表されたのである｡ プレス トンに もいては, 6月9Elカ叙EI工
FK)WET-loom weaverの集会が84かh,指導名 コーウェJL,GCowe1が斗争
宜丁を果し. ｢10%RJ上げ｣を要求する回や cm Larが提択された｡
中心的粒事者の一人コー ウェルは,｢ブレストンガ仲者は,蝕の耗兼i#母市よりも
105t近く低い胎 で.またオルグムよりは脚 長いLf金で4いている.そのオJt'g'
(2) 旦仝要求について r*条件｣ td lt】仰31のという帖が付された0は.若干の
施用王が賃金鯛 をZaめるf=あたって, ｢いかなる扱合 Unl(九 にも堆企しないこ
とJを姦件として牡示したことlこよるものだった.,Cr TrQder SwletleJ伽d
SIr-▲■S,p-210
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J-では.労書巻はつねに血合Uhiα.をJf持し.エ坊主の&全便壱K対して何時でも
訂 労曲者を支優しうるようlこ基金を性持しているのだ｣と泣き.r成金増額の3f得をat
ざして書起すべくプレストン労dL者を馳 させることができ1いかとうれ 拭してみ
ることを決丑した_Iと宜℡した.TrqdeYSofILl1eJDd SLrrLES,I.210.
-万,丁度この時細に7,∝0人のス トノク･ip- ト綿工場労働省がス トライ
キ中であった｡ ここでは労働者軌 まii金に郎する三つの要求案を示 し屈主に
立沢を迫った｡①10劣Pl金引上げ.⑳邪三者による仲裁垂旦金へa)付託,㊨
｢マンチェスターの10マイル円悶内の平均賃金｣の採用｡こ2)三寒O鍵示に
対してス トック･Je- ト凝用主は.罪三業への対炎として ｢銘文全休の平均真
金｣を示し回答としたのであった｡稲美地帯全域の労曲者から投入される文
理輔金にささえられてス ト･/クポー トの綿工場労他者はス tLライ牛を較行,
8月始めIO56にもLよぷ十分な耳金相銀を竣科 し.勝利の感をもって政場に後
免したのであっX:｡ こうして,∫.E,クの義顎によれは.｢アジテーターa)秦
月金は,ス トックポー トに鼎する紛争から解放されて.煽動 agltatLOnのた
(1)
めの次の世態として遇ほれたプレス トンにそa)エネルギーを触申した｣ので
あった｡ この時から.1853年C.全弟jE地帯をZPう争議の汲¢接点として,ブ
レスT･ンがクローズ ･T-/7'されることにTlったのである｡
1853年 8月14日.ス トックポー トで開かれた細菜労働者各地方萎且金の代
表者会Aはプレス トン5'a者への文名を決EA,同月下旬に閃かれたプレス ト
ンの労書者柴金において,争強指導のために r妨技工萎且仝｣splTLn打SCO-
mTnltee と ｢故布工軍Ji金｣weavq scommlt能 との二を良金が設定され,
指導性をFE立すると同時に,緊急時に4fえての基金 fuTd 形成のため全工場
労七着にE*金が指令された｡
指?宅コ- .?ェルは.プレストン鵜工場労45着に祈えてつぎのようにのペる｡r垂
n全は要Z7する｡il金棚 要求に対する回答が現在とのようなものであれ.どのエ租
(3) CEop.°it,I.212
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においても労働を停止することなく.要束帯noticeSを提出する上?tE沌君の女色金
に上って持令されるまで作案を抜け拾え｡こうすれは,垂且全は免められた存在とな
るだろう.委員会は■⊥諸君を支操し.頚省のために成jRを凄称するだろう.10%に
克たたEt上げ板を拒■する- bl.柑eのあ与まで平丑に作_TCをつづけ拾え｡正式の事
来春を担出し払え.そうすれば.社用主たちがその鼓bEをfI止させておくのを妥当だ
と考える全期間lこわたって.*工の生活を可*1こするだけのものを委艮全が支払うで
あろう｡｣TrAdes'SorletteSONdSLnheもP_212
*集足用圭皆会の対応 8月27日付 ｢プレス トン ガーディTン｣JEは.
プレス ト1/およびその周辺の全的菜=境のうち,5工坂をa)ぞいて他の捨て
(1)
の工場で新税工はすでに増加された艮金串で作美していると報じていた｡ こ
の5工項に対 して労曲者1郎i重来谷を提出.つぎのigのあいだにそのうちの
一工境も耳金増額を車在した｡しかしこの時.すでに真金増額を実現してい
た一工場において ロdー也釣の解釈をめぐるくいちかいから380人の女子漣石
工全員が食塩を放兼する串態が起った.これを鼓に,プレス トンの撫養滞用
主たちは急速に濠度を硬化させた｡すでにこの年3月プレス トンでは抽蛮族
用主粗金 Ma由 一S●A鮒 :iatlOn が再建されていたれ この常用圭投合が汰
tEを発表,｢この町に何らのつながりももたず,否いかなるところにも定rL
をもたず動地1改工の稼ぎに苛itLff計をめぐらす無兼任1同伴,の指導Q)
(I)
もとに身を荘く｣ものとして労45者たちを非# し, 1-1836年の悲しむべき経
験｣に言及して労舟者を威圧 しつつ.ス トライキに対して日金iC的ロック.
アウ トで答えることを宣言したのであった｡
説明をZIする二つのE8言についてヰ単にふれておこう,市一に.肋 叫 につ
いて.そもそもブレストl/は持エま話寺市の中で万民紛争の長も少い所として知られ
ていた,18S1年のこの争淡に先立つものとして唯一注目されるのが娼お年の7レスI
'/･ストライキとして知られるものであり.これも緑薫好況局面でボルト1/k_始まる
(4) CIOTLCit.pL212
(5) 'drotheOpelIt)Y也 OfPreh l】dtJ,KZtTeighbcurhod'rElaTILEc5Aoa ttLe
血 erB'^ ∝lX:伯tk■l■-,Cltd vl-TrQder SomEt1eSqRdSLnAes,PT211
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Et金増毛運動が玉れて1L,スrLレr鼓丸 瑚 Ⅶにわたる榊 工のストライキが&石
工をはじめ丸運工現の仝工境野●宅をせき添えk:した形となり.近世tL童話fI芝の末
に労■者qq)敗北に漁ったのであった,この争SAを夷汝として点8tミ>-A,妨鉄工の
抹徐を可tとする自助 ミュール 9e]E-actmgmukの広汎I托用が行われたといわれ
る. この争議をAk.1レスrソ鵜棚 用圭は43E労書者に-切のJl合活動とのたし操
を軍求する一方.みずからは混用主色e･の粗放を定廿させたのであった.Cl･T'd LS'
SQClELIESD〟dS/rfkeJ,PtLま8-g;Tl,A_Tbw ,TyQdF UdlQHGwwLA,
SLrNELweQNdPoJl亡′,156aM174-ち
好二に.凪用主iB金lこついて.1弘 年以拝.時に活助を休止しつつも存在し捺けた
ブL,ストン的紙 用主払金は,185343月半ばにすでに活動を投宿させ.薪たtLXJE
をも.'て組 を拡大強化していた｡協会は薪鼓に萎出金を生■し,各金玉の公私巧力
丑に応じて-J5力あたり5シ･I)ソタをbE出する差金を設け.明らかに集るべき争JEに
■えていたのである.プレストン耕工垢労脚 委且金を形成しストブタボートの争
魚支鼓のた捌牡 を始めたのか6月Jt入ってのことであり.プレストン現地で布巾を
Ziしたのが8月末であることを並足せ上!プレスIン争)LにおいてIi.明らかに1用
土粥が万全のRI沖をととのえて.111苛Nの行動を逢えgEったのであった,CETrD･
dLS'So亡IetleSPd SLTILts,pp.213-4
すでに見開王協会は.その日的遂行のため,金且企兼から焦用動力の公称
馬力故を基礎に.一馬力あたり5シリングの割でEB出する基金を有 していた
が, この時点で各企集あたり5,(淑)ポンドを預託する連釣金証専 tDndを作
=)
り括東を強化し.労4>者に対する全面対決の蕪哲を固めたのであった｡ これ
に抜く敦遇間の間に. 妨挟工事凸金 および港市工萎且金に よって各々 ｢交
渉｣と妥協的解決の申入れがflされた机 いずれも労他者の田措および垂月
金の代&撫そのものを 否定する5[用主に よって金技そのものさえ 拒絶され
た.また,苅三者による取侍の斉力も不成功に捲り.LO月15El,振出されて
いた貸金要求書a)加取切れとともにロック.アウトの書が切って落されたの
(6) Op.clt.P.2J5
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であった｡
この｡･/ク･Tウトによって.45企薬で操業が停止されたが.プレストン雇用主の
足此みも完全に一枚していたわけではなく.王として′ト蚊秩企兼からILる15企兼は独
白に珠兼を紺 し.これらの企Stは仝ロック.TウトAI同を為して娘 を捷けた｡そ
の工場効力の推計はSCX)馬力であり,姥汁3.3CX)人の分脈 qperatlYeSを正絹してい
た｡これに対して撫兼を停止した=朝の経動力掛ま3CO3JS力であり,内治lこ見て約
15.CO〕人が芯を失.'たとⅦ告されている｡ TrLZdLS'SocJLLltSO〝dSITIAES,P.219.
今やプレストン9f労息対決の瓜点であ･?たが.この時点でhJ7.A∝nngtαl.】ゝ1-
m)ey.さらに 恥 PELdihaTl,NewchJTCh.RawterLStal, hlanchcster,ILどの
打払市でも揺jE労*名を中心に.他異捷にまでわたって労ib争託と失せの状巷が広汎
にみられ 当時ランカソナー での央兼は内向にみて65.∝0人といわれた.op.ctt.
p217 こうしたランカン◆一工集地帯を雄う争:Jの鼓のなかで.プレストンの攻め
も展朗されたのであった｡
争EIの抜遇とTt併面 雇用主tB全は,11月4E],工場閉弟彼の初会合におい
-(,再び ｢この町にもたらされたすべての災厄の原阻たる,かの有害かつ無
丑任fl団体の蛎醤｣として労働者のtg拙そ非渡し.EP強が原因と1って燕祝
が老化したとして.工壌再開の乾には賃金率を旧水準にまで引き下trると宣
言した｡一方, この時期までに労働者側では姐雑の亜借が進み,他各市から
も支漢と斗fJ}缶金の流れが注がれ始めた｡さきにみた紡秋工,織布工の二攻
種別委員会を中心としつつも, これにとどまらす絹工場の関連工複に位FEす
る各T3嶺 ･各現工緒層グループととに粗被が形成され,それらか統一行動を
Il､
展開したのであった.
ところで,このプレス トン争謎にあっては,前年の挽EA工業とは対挺的に
淫用土側が兼勝を予患していた｡ この常用主の日付は,1836年争妹の経験と
強化された井岩用主協会の力に由来するものであったが.J ロウも相浦する
ように, この場合.繰兼Ji用主たちは ｢D.逆,一ベニ野草,i,･よび民衆薪Hl
(7) この点について許しくは次併呑冊のこと｡
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も展朗されたのであった｡
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-(,再び ｢この町にもたらされたすべての災厄の原阻たる,かの有害かつ無
丑任fl団体の蛎醤｣として労働者のtg拙そ非渡し.EP強が原因と1って燕祝
が老化したとして.工壌再開の乾には賃金率を旧水準にまで引き下trると宣
言した｡一方, この時期までに労働者側では姐雑の亜借が進み,他各市から
も支漢と斗fJ}缶金の流れが注がれ始めた｡さきにみた紡秋工,織布工の二攻
種別委員会を中心としつつも, これにとどまらす絹工場の関連工複に位FEす
る各T3嶺 ･各現工緒層グループととに粗被が形成され,それらか統一行動を
Il､
展開したのであった.
ところで,このプレス トン争謎にあっては,前年の挽EA工業とは対挺的に
淫用土側が兼勝を予患していた｡ この常用主の日付は,1836年争妹の経験と
強化された井岩用主協会の力に由来するものであったが.J ロウも相浦する
ように, この場合.繰兼Ji用主たちは ｢D.逆,一ベニ野草,i,･よび民衆薪Hl
(7) この点について許しくは次併呑冊のこと｡
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一十九世紀中点における二つの争諌 (Ⅰ) 215(8)
が社会を変革したことについて全く無理解であった｣といえる｡争議の展開
につれて,イギリス全土の労働者の関心はプレストンに集中され,プレスト
ン労働者のアピールに応えて綿業地帯諸都市のみならず,全国各地の諮労働
組合 trades'sociedesおよび民衆から,酸金の流れがプレストンに注ぎこま
れ,その総額は争議期間中を通じて105,165ポンド12シリンダ9ペンスに達
したのであった｡ この醸金の受入れと各職種別労働者グループへの配分を管
理するために, ｢合同委員会｣Am algamatedCommiteeが設置されたが,
この ｢合同委員会｣のバランス･シー トに登場する酸金母休名称は,さなが
ら19世紀中英イギリス労働組合界の組績一覧表を示しているときえいえるは
く9)
どである｡
12月始め,雇用主協会は労働組合と絶縁して就菜を求める労働者について
は, これを受入れ,それが充分な人数に逮すれば操典を開始すると発表した
が,指導委員会の統制のもとで労働者側からこれに応募するものは少く,以後
翌1854年2月に至るまで,プレストン綿菜の労使関係は,ロック･アウトの
ままで勝者状態となった｡この間,主として綿兼に依存するプレストンの街
には,広汎な生活窮乏がみられ,失聴した工場労働者およびその家族は,新
救貧法下の救貧扶助に依存しつつ悲惨な生活に耐えることを強いられたので
あった｡しかも, この過程では, 救貧扶助の支出急増に焚く激安法委員会
PoorLawCommissionが実情調査のため現地プレス トンへ委員の一人を派
過,争議中の労働者に扶助金を支給することの是否をめぐって救貧委員会内
部に意見の対立を生ずるという,救巽法体制の性格を考えるにあたっても興
(10)
味深い問題を提起する事件も起ったのである｡
この戦線暦着の期間は,当然,労働者側にとって苦しい忍耐の時期であっ
たoしかし,この期間には某用主協会の側においても,ひとつの危枚が訪れ
(8) Tycdes'Soc7'eLtcsa舛dStrikes,p.215.
(9) Cf.-`AmlysisofthehcomereceivedbytheAm al卵matedCommitee',
Op.citリpp.260-263.
(10) Trades'SocieEiesandSLr7'kes,pp.221-222.
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た｡53年末ごろから,主として小工場主の間に動揺が起り･対労働組合強畿
策に終始する雇用主協会の公式政策を離れて,個別工場的に従来罷用してき
た白工場の労働者との間に和解 ･妥協的争議解決をはかり,操集開始を選ぶ
ものが出はじめたのである｡これに対 して,雇用主協会は,かの違約金証春
く11)
の執行で圧力を加え,ロック･アウ トの足並みの乱れを抑えたのであった｡
他方, こうした状況を見た紙業地帯諸都市の工場主たちはマンチェスターで
●●●●I●●●
会合を開き, ｢プレス トンにおいて斗われている争該は,賃金のためではな
く,雇用主すべてが等しく樹心をもつところの雇用主権 questionofmastery
(12)
ゐ問題である｣として, プレストン雇用主協会-の 支援を決定 したC かく
て,.各工場の週当り賃金支払い総額の5パーセントづつを轍出する ｢紡紡お
よび織布業雇用主防衛基金｣MasterSpinners'andManufacturers'Defence
Fundを設立,プレス トン雇用主に資金援助を与えてロック･アウ トの貫徹
を支援したのである｡
この ｢雇用主防衛基金｣の運営は秘密とされたので.その収支について資料は浅さ
れてはいないが.∫.ロウは ｢私は,それがともかくもプレストン雇用主に争議の続
行を可能にするに充分なだけの,多大な執にのぼったと信ずるCまた,その額の多寡
がどうあれ,この基金への礁金者たちの若干が,争議終結のはるか以前に,それを不
愉快な重荷と考えていたことは確かである｣とのべている｡op.citりp.228.なお,
こうした堵都市の工場主たちの行動に的しては,争謎の当時においてさえ.彼らのプ
レストン雇用主協会への支按は経営権の確立という原理の問題などではなく,｢文
壊｣の名目で金鉄的負担を支払いつつ,実は競争者としてのプレストン工場主たちを
市場から締め出しておくことに目的があったのだという見方があった｡op.cit.,p.
228.この点は,企業間競争と争筏という.労使関係分析にあたっての重要な問題点
を示唆している｡
長期化するロック･アウ トのなかで,労働者側は紡績工委員会にみられる
(ll) Cf.op.cit.,p.226,pp.229-231.pp.239-240.
(12) op.cit.,pp.226-227.
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壊｣の名目で金鉄的負担を支払いつつ,実は競争者としてのプレストン工場主たちを
市場から締め出しておくことに目的があったのだという見方があった｡op.cit.,p.
228.この点は,企業間競争と争筏という.労使関係分析にあたっての重要な問題点
を示唆している｡
長期化するロック･アウ トのなかで,労働者側は紡績工委員会にみられる
(ll) Cf.op.cit.,p.226,pp.229-231.pp.239-240.
(12) op.cit.,pp.226-227.
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ように綿業主要都市の賃金格差を示す資料を発表し,プレストン賓金水準の
低さを強調するなど,争議続行のためのエネルギー開発をはかった.しかし,
長期にわたる失聴 ･生活窮迫によって,漸く労働者の間には動揺が萌しつつ
あったのである｡
局面の転換と争譲の終結 1854年 2月に入るや,雇用主協会は態度を一
餐,一斉に工場再開を告示した｡ この時点で,長期争議に渡れた労働者のな
かからほ,戦線を離脱して就菓するものが増加したb_5,なおも充分な数の就
凍希望者を得られないことを知った雇用主協会は,一転して他の地域とくに
アイルランドおよびイングランド農薬地帯から移住者をつのり,新規労働者
として搬入するという新たな政策にふみ切った｡ こうして,それ以後4月に
至るまで,雇用主によるプレストン外部からの職工の搬入と労働者側のこれ
に対する阻止行軌が,しのぎを削ることになったのである｡
しかもこの間,移住労働者の搬入問題をめぐって,争議はさらに新たな局
面を迎えることになったo労働者側は移住者を遊行,争誌の現状を説明し,労
働者階級としての連帯感に訴えて移住者を説得,出身地への送還を試み, こ
れは実際にかなりの成功をおさめた｡それだけに,移住労働者の確保を急務
とする雇用主協会はさまざまな手段をとり,ついには笥官隊が移住者を誰送
することとなった｡さらに,こうした移住者の搬送に対して群集の中から投
石があったことを契機に,プレス トン市長が ｢暴動鎖圧法｣RiotActを布
普 (3月2日),争議への権力の介入が諾わな形をとるに至った.しかも,
急転する事潜の流れはこれにとどまらぬ｡上述のような状況のなかで漸く象
癌化する労働者陣営の動揺と全国から投入される醐金が下向線を辿り始めた
事実とを見さだめつつ,雇用主協会は,争議の指導部を構或する労働者代表
を ｢共謀罪｣で告訴,ついに指導者の一斉逮捕とい う事態が訪れたのであっ
く13)
た (3月20)a
移住労働者の搬入は続き,4月なかはプレストンの中産市民による最後の
(ユ3) Trades'Socfeh'esCndStrikes,pp.234-241.
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3I仔の試みも.鹿用主払畠のIi拒にあって失敗に港 った｡ こうして11+看た
とって展望Z)ない堺題が耗 くうちに,納弟分駐粥旅にとっては全 く外在的暮
羊としてク1)ミT一矢争が勃発. このBa敬を典故とする市況の混乱 ･某氏の暮
化が起り,かつて斉上げを実現 したス トyクポー トで,締素見用王は再び年
率の切下げを発表した｡ これに対してストック=F- ト耗集労8着Ii,分扱坂
の不利を鋭くプレス トン労働者の鋭掛 こ耳を黛さす.ただちにス トライキを
決定,かくて鵜jt男曲者は二つの較鵜を抱えることとなり,すでにLf:PJJIを
辿り始めていた プレス トンへの支援金は. 次igから新野IS落ち込みを示し
た｡幹金波iPに苦 しむ合同委員会u,敏捷の生玉 .再半によって事塵を切り
抜けようと試み.この過程でスロッスル蔽較工 dlrOSde-splnner8 グループ
が争Iから身を引いた｡また,合同委Ll会は.突患手当D単純給付制をJE持
できず,焚付制 loanに切り甘える宗をとった机なおかつそq基金のグJL,
-プ間配分にあたって扶耗工 Wdi… handsを除外することになった.
スロッスル妨RZ軍且金は.争漣から身を引くに当って.-=ぎのような五言を弗表
した. r我々は,この方318報告書LL汲 の々発行する4徒のものと1ることを鼓急に
思う.これ21Ft.スE)ッスJt工は工墳労為に対してその正当fl相戦を事柑するための
斗争bら身を引く.我々になせこれ以外の並か鼓されていILいか.その-SI暮および】■
由についてこのFRられた書tの中でZi明することはで幸ない.ただ,このようK斗事
から身を引きつつも,我 a々)敗北に8つた安東は,それを奴が司虫たちにそして公兼
に対してホえたその丑初のEHCおけると内じ(.全く王当Lものだと銘じているとい
うことをのペるだけで充分であろう｡我 が々王としてその扶助Lこ扱ってきたところ〇
人4が,他の斗いつつあるZ8即 1を鼓化するためにも.我 が々身を引くことi･正しい
と判断し,我 は々こTtFt従った.我 は々.これまでの瓜切に対ノて,すべての友人た
ちに感書する.そして,救えていうならば.スE3ブスJL,工には得られなかった書判
れ 工場91烏の自由⊂正Bのために未だに斗い焼けている祐那 勺の人 に々上って赤ら
得られるようにと望むものである.Jrrades'SwJelwsAd SL'lkEJ,I.247
-万.スt'7スJt,右Llエお上び扶持工のロー ン勧基金配分からの除外について.合
同委且全 AJndgaJTl&edCh JnltLt亡はつぎの諸点そよげた.⑳細 工およびスE)7
-Ll6-
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スル工が過去一ケ月f相にわたり合rG]蛋且金基金の全額k:掛 ､ものを糞洞しているこ
と｡(参これら●耳の労■者P.地租市の内一書71労曲者に上って充fに連助されてい
uいこと｡◎しかも披見的にみれば故らの多放れ 雨BEIされたエ堀の仕事に応募して
いること｡以上三点をあげて.按らに新た'}益金の配分を仲止することの艮EBとした
のであった.
合同委且金は,金力を斗争の主力である助技工と接布工の支援にあてるこ
とこそが全般的虐利に培びつくだろうと主張した｡だが.この決定のリア ･^
tl帰轍は.流線工の争雄康行不可能.RZ用土への降伏以外のものではあり符
なDった｡さらに,貸付旬と新たな基金配分珪にもかかわらず.基金減少の
】項在化はすでに争韻較行の見通しを暗くしていた｡かくて.プレストン殺布
工も.一遇ria後にはパティハム攻布工代去の忠告に従って争議の収ねを決淀
することにILった｡これに対して.妨凍工委員全は,他や康労6宅の争譲扶
行不可能が明らかになった時点においても,一皮はみずからのZE金のみに載
ってストライキ較行を書回した｡しかし,こT,も1851年5月(}かば,プレス
トン取用主軸台がグラス3'ゥから大丑の劫Ji工を搬入しようとするのを目前
にして,ついに争蛾の収拾にふみさらざるを得なかったのである｡かくて.
ロック ITウト期間のみで7ケ月余.争議の発鎖から数えれば延々9ケ月に
およんだプレストン締集の大争策も,労曲者朝の鹿北をもって姓治したので
あった｡
小 括
われわれは.19旺紀中点に主けるイギリス労使関節の態様を魚故的に示す
二つの大争議を トレースしてきた｡ ここでは.これらの争&鐘遇を観察する
なかから浮び上って～る二,三の問H点にふれて改編への編渡しにしよう.
しはしは抗みられる個別労伽姐合の発展史研究といっ視点からすれII,必然
的に切り鼓してrH]題にされる二つの争辞を,RJまま鼓的にその同時代性にお
いて一括して叙述した.二つの争液は.1847年恐慌からのE]復過笹,自由主
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栽イ羊')ス掻済の井金持代へのかどでの鴫に･さびすを接して展朗された4)
であ った{いう三でもflく･一方Li生産手段生産即 ちの一声k:位■し (れ*
エ巣)･他方は渦井手良生産部門の中枢を1す (棉コ二乗)という重美的灸拝
をもちつつ,両岸菜は不可分の生駒をもってイギ')ス資本主我の現実的*為
の手成串分を1していた｡ したがってまた,竺瓜 のことながら両産美での争
顎に載崩した形で休現される労使溺俵の態様仇 イfI)ス柴木圭畿a)庸丑に
対JSするイギ )ース労使璃床の全体的捷並のなかでこそ.その正当1位設づけ
を受けとるものであったといえる｡ある意味では, この内(i,執 こ変改された
労使関係の実在は,自由主義-益美fZ本主&段鞍イギリス労使開床の毎と対
睦を典型的に休現していたのだともいえようかO
このような視点からすれは.二つの争AiXの革r#をみることによって,ただ
ちに,局-の歴史考点にみられる労使関係の異なる類型の存在,したがって
また, それらを包括する労使開床全休飯の 捉合的性格が注目されるであろ
う｡ この点は, 従来のイギリス9i烏血合史研究の問題恵汝との開運でいえ
ば.自由主義-産菜生木王義段掛 ことって.段括照応的7'1月労働類型およU
Xd
労*叔合類型は何れ という菖点にもかかわってくる｡
19世紀中兼の労使周掛こついて, ウェッブ以来の鼓械工類型･ASE規整
の為皮の正視については.イギl)スの学罪においても.わが国の研究者のあ
いだでも,反省と舌鼓がみられるところであるが.19位た中点という同時代
性におけるふたつの争.iLの対比は.事実の重みをもって綿茶オ,<ラティプ類
型の比3iの大きさC,その労使n係が合lJ槻腐Ci域の広さを示妓するといえ
よう｡
とくに,わが日の労曲田題研究のなかにみられた r社会政策生｣と ｢労■
抱合 (史)研究｣の分立 (分裂)のゆえk:,そのはぎまにあって従米O方法
(1) ここでは.さしあたり.識dt五井rイギL)ス雷書抱合劫 史の若干の争点Ja).
◎.rフェビTノ研究jVd ユ6.No:】,6と,東胡はr分点JA合史の方泣｣,TJE
床学汝刺 第磯 節3号.をあtTておこう｡fLお.私見については.前払小枯 ｢労
史鵜侍史研究の方法Fこついて｣を歩風のこと｡
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的菖ZAKおいても欠落していた (と乱には思1)れる)産生内労使伽菜への梅
JJ介入の問題,さらには救文法体制と密着して展開する労曲TT堺 .労使関係
の実iEに着Elすることl=,El由主集一題2R賢木立薮段階の労蚊別保を見る艶
点を大きく変化させることiTJltl)はしないだろうか.それはすでに.いT3ゆ
る ｢芯斐供給理会と労6!鵬孫｣という問題について,あるいは ｢自由lこして
鼓動的な労舶市境｣という息念について,その恵味連鴎を従来とIi異る角D:
から見鼓す契機をわれわれに与えているといえる,.とはいえ. ここはま1='.
これらの盲点について評細にわたってAtれるべき功ではflい｡ こうした資長
をも念fJlにおきつつ.次揃以下では,イギ リス93使関係史分析の,みずから
の作東をj蛙めることにしよう｡ (未完)
